
小牧市認知症初期集中支援チーム員構成について  

 

１．平成２９年度  チーム員構成（案）  

実施主体  小牧市  

設置場所  地域包括ケア推進課  

チーム員  

構成  

種別  職員  役割  

専門職  

２名  

・医療系職員１名  

・介護系職員１名  

訪問支援対象者の認知症の包括的  

観察・評価に基づく初期集中支援  

を行うために訪問活動等を行う。  

専門医  

１名  
※１ 

他のチーム員をバックアップし、認知症に

関して専門的見識から指導・助言等を

行う。また、必要に応じてチーム員ととも

に訪問し相談に応需する。 

※１ 専門医の要件は以下のとおりである。 

日本老年精神医学会若しくは日本認知症学会の定める専門医又は認知症疾患

の鑑別診断等の専門医療を主たる業務とした５年以上の臨床経験を有する医師の

いずれかに該当し、かつ認知症サポート医である医師。 

ただし、上記医師の確保が困難な場合には、当分の間、以下の医師も可とする。  

・日本老年精神医学会若しくは日本認知症学会の定める専門医又は認知症疾患

の鑑別診断等の専門医療を主たる業務とした５年以上の臨床経験を有する医師で

あって、今後５年間で認知症サポート医研修を受講する予定のあるもの。 

・認知症サポート医であって、認知症疾患の診断・治療に５年以上従事した経験を

有するもの（認知症疾患医療センター等の専門医と連携を図っている場合に限る。）  
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２．小牧市認知症初期集中支援チームのイメージ図  

 

地域包括支援センター
小牧市内５ヶ所

認知症初期集中支援チーム
：小牧市役所地域包括ケア推進課

認知症初期集中支援チームの
対象者と思われたケースの情
報提供、必要時チーム員会議
へ参加

訪問結果の報告、初期集中支援

後のケースの引き継ぎ、地域の
様子や不足している資源などの
情報提供

訪問、アセスメン

ト、専門医の紹介

あさひが丘ホスピタル
認知症疾患医療センター

相談

相談

助言・指導

医療職＆介護職

認知症初期集中支援チーム検討委員会：小牧市
【検討内容（例）】
・チームの設置場所と箇所数の検討
・チーム活動の評価
・認知症の早期発見・早期対応のための、
今ある資源の活用方法や今後の課題、課題の解決
方法や市全体の認知症施策の在り方についての検討

チーム医
(認知症サポート医)

かかりつけ医
（小牧市医師会）

相談

助言

相談

認知症サポート医
（市内７名）

相談

助言

相談・紹介
助言・指導

連携体制の確認、活動の評価など

＜かかりつけ医＞
支援対象者の把握
および情報提供、
他機関への紹介、
医療の継続

＜サポート医＞
支援対象者の把握
および情報提供、
他機関への紹介

＜認知症疾患医療セ
ンター＞
医療専門知識の助言
鑑別診断

相談・紹介

病院

認知症地域支援推進員
(各包括支援センター内)

連携

連携

・認知症が疑われる人や
認知症の人及びその家族

介護保険
事業所

ケアマネ 地域住民
民生委員

相談

相談

相談

退院時に、認知症初期集
中支援が必要な場合の連
携

＜チーム医の役割＞
①チーム員会議への参加
②チーム員へのコンサル
テーション

③かかりつけ医、認知症疾
患医療センターとの連携
④急性憎悪期アウトリーチ

助言

３師会

連携

相談

 


